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はじめに

寝たきり高齢者の回腔内を直接スキャンし,迅速に

デジタル印象を再現し義歯の製作工程を大幅に短縮

できれば,国民の健康寿命の延長に貢献できると考え

られる.現在市販されている国腔内光学印象システム

においても精度や計測スピードは向上し,臨床で用い

られるケースも多く報告されている.しかし,概ね歯

冠修復の目的で利用されており,無歯顎等のランド
マーク特徴点の少ない口腔内形状の再現は未だ達成

されていないようである.従って,本研究では,無歯

顎もしくは部分歯列欠損の回腔内を対象に義歯製作

に最適なデジタル印象が得られる計測方法を検討し

ている.本報では,近接 3次元計測法について計測距

離によるデータ検証と課題を検討したので報告する.

方  法

スキャン方式には,ス トラクチャライト方式 (パ ター

ン投影)を利用した光学式3Dス キャナー(カ リダスジャ

パン社製DAVID SLS-2)に 対し, コントロールとし

てレーザー方式の3Dス キャナー (コニカミノルタ社製

VIVID910)を採用し比較した.測定深度は,ス トラ

クチヤライト方式はプロジェクターの焦点距離が撮影

可能範囲となり,約120mm～数mが対象であった.

レーザー方式では,投影部と撮影部の距離は固定で

あるため, レーザーを振れる角度によって約400mm
～700mmが対象距離であった.ス トラクチャライト方

式においては,パ ターン投影部と撮影部の距離 (80mm
～200mm)と 測定対象との距離 (120mm～ 600mm)

を段階的に変更し,平面版と部分歯列欠損のサンプ
ル模型に対して,計測形状をCAD上にて評価した.

結果および考察
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部の距離を自由に設定できること,複数のパターンを

投影することによって,自 由曲面形状を捉えやすいこ

となどの利点があるが,パ ターン投影はプロジェク

ターを利用する方法が主流であり,焦点距離がその

まま撮影可能域となる。従って,本システムでは,焦

点距離を最短とする120mmが近接計測の限界であっ

た.120mmの近接計測の結果,平面データではパター

ンの投影痕が多く残り,鋸の歯状に凹凸の入り組ん

だ状態となった.以降,測定対象の距離を拡大して
いくと,計測領域に対象が大きく含まれる200mmで

は,データ密度の高い良好な形状を示した.次いで,

距離を300mmま で延長するとデータ密度が低下し,

再びパターン投影痕が生じ始める傾向が認められた。

また, コントロールとしたレーザー方式と,ス ト

ラクチヤライト方式 (計測距離200mm)におけるサ
ンプル模型データの計算偏差 (図 1)で は概ね0.lmm

内の誤差となり.データ密度も10倍近くあるため,

後者の高精度計測が可能なことが明らかになった.

図 1 計測データの計算偏差

結果より,プロジェクターの最小焦点距離における

近接計測では,3次元データ構築時にエラーが起きや
すく,測定深度を確保でき計測領域に大きく対象を含

む条件においては良好なデータ構築が可能であった.
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